
 

 

 

そらまめくんとおまめのなかま もったいないばあさんかわをゆく 

「ぱりっ」と、とびだしたのは、えだまめくん。「ぽこ

っぽこっ、ぽこぽこぽこ」ととびだしたのは、グリンピ

ースのきょうだいたち。人気
に ん き

シリーズ「そらまめくん」

の赤
あか

ちゃん絵本
え ほ ん

。        （なかやみわ作
さ く

 小学
しょうがく

館
かん

) 

おとこのこが、川
かわ

にごみをすてようとすると、もっ

たいないばあさんがやってきた。「なんで川
かわ

にすて

るんじゃ！」 ばあさんは、おとこのこを、山
やま

のうえの

森
もり

のおくへとつれていく。   （真珠
しんじゅ

まりこ作
さ く

 講談社
こうだんしゃ

） 

なぜなぜ？かいけつルーペくん  

のりはどうして紙
かみ

をくっつけられるの？ 冷
れい

ぞう庫
こ

はどうやってものを冷
ひや

しているの？なぜボールはは

ずむの？ おうちのなかのふしぎをさがして、答
こた

えを

見
み

つけよう！  （うえたに夫婦
ふ う ふ

著
ちょ

 パイインターナショナル） 

「きょうからぼく、ひとりでねるよ」 ６さいのたんじ

ょうびに、そう宣言
せんげん

したけどなかなかねむれないカ

イくん。そこへあらわれたのは、なんと、４２２さい

の「おてつだい妖精
ようせい

」だった！（石井
い し い

睦
むつ

美
み

作
さ く

 アリス館
かん

） 

これからを生
い

きる君へ 長浜
ながはま

高校
こうこう

水族館部
すいぞくかんぶ

！ 

医
い

学部
が く ぶ

をめざして３浪
ろう

し、天皇
てんのう

陛下
へ い か

の執刀医
し っ と う い

とな

った著者
ちょしゃ

が、これまでの人生
じんせい

をふりかえり、数々
かずかず

の

挫折
ざ せ つ

を乗
の

りこえてきてえた「ブレない軸
じ く

の作
つく

り方
かた

」を

つづる。    （天野
あ ま の

篤
あつし

著
ちょ

 毎日
まいにち

新聞
しんぶん

出版
しゅっぱん

 一般
いっぱん

コーナー） 

長浜
ながはま

高校
こ う こ う

には生徒
せ い と

が運営
うんえい

する水族館
すいぞくかん

があって

大人気
だいにん き

。しかし繁殖
はんしょく

がうまくいかなかったり、魚
さかな

が

死
し

んでしまったりと、水族館部
すいぞくかんぶ

には思
おも

いがけないこ

とがつぎつぎと起
お

きて・・・。  （令
れい

丈
じょう

ヒロ子文
ぶん

 講談社
こうだんしゃ

） 

書          名 著  者  名 ジャンル ラベル 

一日一禅！今日からはじめる ゆる～い禅  枡 野 俊 明 宗  教 188.8 ﾏ 

うまい「おかか」ごはん に ん べ ん  料  理 596 ｳ 

草花・鉢花・観葉植物を枯らさない「コツ」！  天 野 麻 里 恵 植  物 627 ｱ 

 角 田 光 代 / 他 エッセイ 910.2 ﾓ 

        友を待つ      F ﾎﾝ 

札幌へ単身赴任を決めた沙和子。久しぶりに再

会した夫には欝の兆候が。別れて暮らすふたりは

次第にすれ違っていき…。函館、青梅、横浜、奥出

雲―ともに歩いた土地の「物語」に導かれたふたり

の人生を描く。     （絲山秋子著 河出書房新社） 

数々のスクープを飛ばしてきた伝説の週刊誌記

者が、不法侵入と窃盗の容疑で逮捕された。取調

中、ただひとこと語った「友を待つ」の真意とは？後

輩記者たちは、１０年前のある官僚との因縁に気

づき…。          （本城雅人著 東京創元社） 

     風は西から      F ﾑﾗ 夜の塩      F ﾖｺ 

大手居酒屋チェーンの店長・健介が突然、自ら命

を絶った。なぜ彼は死ななければならなかったの

か？ 恋人の千秋は、健介の両親と協力し、「労災」

の認定を求めて、大企業を相手に闘いを挑む。                                 

ああああああああああああああ（村山由佳著 幻冬舎） 

名門私立女子校で英語教師として働く十希

子。突然、母が、汚職事件に関与した商社の男

と心中してしまう。母の死の謎を解くため、十

希子は母の勤めていた高級料亭で中居として

働き始める。    （山口恵以子著 徳間書店） 

子ども・ＹＡ 

一 般・実用 

ほん あんない 

小
説 

小
説 

小
説 

E ﾅｶ

ｶ 

E ｼﾝ

c 

K913 ｲ 

289.1 ｱ 

K913 ｻ

サアｻ a 

K913 ﾚ 

小
説 

夢も見ずに眠った。    F ｲﾄ 

K404ｳ 

◆◆◆貸出
か し だ

し中
ちゅう

の場合
ば あ い

は予約
よ や く

ができます◆◆◆ 

 

カイとティムよるのぼうけん 

もの書くひとのかたわらにはいつも猫がいた 


